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１．自動車交通処理に関する確認 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

■断面交通量（現況交通量） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

■断面交通量（ (仮)明大寺本町１号線及び(仮)明大寺川端１号線が整備された場合の

将来交通量） 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■断面交通量（ (都)明代橋線を北向き一方通行とした場合の将来交通量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 

 

＜現況交通量＞ 

●(都)明代橋線及び(都)岡崎一色線（(都)明代橋線～(都)岡崎駅平戸橋線間）では12～13千台/日、(都)

岡崎一色線（(都)明代橋線以東の区間）では10～12千台/日の交通量が流動している。 

＜(仮)明大寺本町１号線及び(仮)明大寺川端１号線が整備された場合の将来交通量＞ 

●(仮)明大寺本町１号線では6～7千台/日、(仮)明大寺川端１号線では約10千台/日の交通量が予測

される。 

●将来交通量では、駅ビル建て替えに伴う発生集中量の増加分約2千台/日（北口分担1.2千台/日）

が見込まれているが、上記 2路線の整備により現況交通量と比較し(都)岡崎一色線（(都)岡崎駅平

戸橋線～(都)明代橋線間平均）で約8％、(都)明代橋線（明代橋～(都)岡崎一色線間平均）で約38％

の交通負荷の軽減が期待される。 

＜(都)明代橋線を北向き一方通行とした場合の将来交通量＞ 

●(仮)明大寺川端１号線では設計基準交通量（10千台/日）に相当する交通流動が予測される。 

 

路線別自動車交通量  

※H.16実査値及び H.17センサス交通量よりピーク率を設定し、ピーク時交通量を除すことで日交通量

を換算設定  
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駅ビル建て替えに伴う自動車

発生集中量 2千台/日 

⇒北口 1.2千台/日 

南口 0.8 千台/日 

(都)岡崎一色線で約８％、

(都)明代橋線で約 38％の

交通負荷が軽減 
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２．歩行者動線処理の検討 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

歩行者動線処理に関する施策メニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―東岡崎駅と乙川が一体化となった岡崎市の玄関口に相応しい都市景観の創出と 

良好な歩行環境の確保に向けて― 

＜東岡崎駅前交差点付近＞ 

●周辺の道路整備と連動した自動車動線との立体的処理による(都)岡崎一色線を跨ぐ歩行者

動線の連続性の確保を図る。 

＜明代橋南詰交差点付近＞ 

●歩行者・自転車交通の集約的処理による明代橋南詰交差点における自動車動線と歩行者動

線の交錯の回避を図る。 

 

 

主要な自動車動線（交通量概ね 1万台以上）と歩行者動線が交錯する地点における安全かつ円滑

な歩行者交通の処理 

●(都)岡崎一色線を跨ぐ歩行者動線の確保 

●明代橋南詰交差点における自動車動線と歩行者動線の交錯 

 

歩行者動線確保の基本方針  

 

●(都)岡崎一色線及び(都)明代橋線の歩道拡幅とデッキ昇降施設の整備 

東岡崎駅前交差点の交差点改良に伴う(都)岡崎一色線の歩道拡幅（北側）及び(都)明代橋線の明代

橋南詰～東岡崎駅前間の北向き一方通行化による歩道拡幅（両側）を行い、歩行者デッキの昇降

施設（階段＋エレベーター）を設置する。 

●明代橋南詰交差点における信号設置とスクランブル交差点化 

明代橋南詰交差点においては、自動車動線と歩行者動線を分離するため、スクランブル交差点と

して信号制御による交通処理を行う。 

 

施設整備の方向性 

●都市幹線道路の整備と交通負荷の軽減 

(都)岡崎環状線（国道1号（社会保険事務所）～（都）

岡崎一色線（竜美丘会館西）の整備に伴い、(都)明

代橋線の交通負荷が軽減（将来交通量(H37)ベース

で７％削減）  

歩行者動線の確保に当たっての課題  




















